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ブリッツ・ルフト・コレクションの所蔵f乍品による
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入場X’数：3α176人
Number　of　Visitors：30，176
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本展覧会は、これまでほとんど紹介されることのなかったキアロス　　　　：lhタログニ
クーロ木版画に焦点を当て、その技法や表現方法を紹介すること　　　　編集：韓ll輝’渡辺晋輯1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：アイメックス・ファインアート
と、キアロスクーロ木版画に関する最新の知見を紹介することを目
的として開催された．幸いなことに、良質の版画コレクションを有す　　　　作品輸送・展示：カ1・一レック
るパリのクストディア財団（ブリッツ・ルフト・コレクション）の全面的な　　　　会場“之営：東京スタデオ
協力を得ることができ、計110点の貴重な版1｝hiを借用した、またアム
ステルダム国立yc一術館から借用した2点の版画を加えることで、キア
ロスクーロ木版画のi三要作品ほぼすべてを展示することがll」’能と
なった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　exhibition　focused　on　sQ－called　chiaroscuro　woodcuしThe
　　キアロスクーロ木版画は、これまでに「1本でまとまった形で紹介さ　　　　exhibiti。ll　provided　all　explanati。n　of　techniques　and　expressive
れることはなかった版画のジャンルである，それゆえ本展では、時代　　　　methods，　and　was　aimed　at　intrc）ducing　the　latest　information　available
ごと、地ノ∫ごとに作品をまとめて展示することによって、この技法がど　　　about　the　chia「（）scu「o　woodcut’HaPl）ily『the　exhibition　enloyed　the
　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　t　　　　．　　　　　　　　　　　　fuli－hearted　cooperation〔．）f　the　Foundation　Custodia（Frits　Lugt
のよっに生まれ、発展し、終焉を迎Kたのかを順を追って小した、ま　　　Collection）、　a　collection　kl，lowl71　for　its　fille　quality　drawingg．　and　prints．
た、パネルによって技法を説明したほか、インターンの協力を得て、キ　　　　and　the　Foundation　lent　a　total　of　a　hundred　and　ten　important　prints　t（）
アロスクーロ木版画の原理を実際に体験できるスタンプを作り、会場　　　　the　exhibiti（）n’The　Rijksmuseum　Amste「dam　also　lent　two　wo「ks・thus
で来鱗が自ら「作、11，」をii］・」作できるコーナーを設けた、アンケート　灘臨贈織lll；isplayalm°st　all°f　the　best“k…nexamples
を読むかぎり、こうした試みはたいへん好意的に受け．IEめられたよう　　　　There　has　been　no　previc）us　general　mtrぐ｝duction　of　the　chial・oscuro
である　このことから、多くの．来館者は漫然と作品を眺めるのみでな　　　　　w（）odcut　gen「e　iIコJaPan’As　a「esu］t・the　wo「ks　we「e°「9anized　in　the
　　　　．　、　　　　　　　　　　　s．　　　、　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　galleries　by　period　and　by　region．　amd　thus　showed　how　the　gemre
く・不躯的に作　・11を∫1際しよっとする姿勢をもっていることを実感す　　began．　d。vek）P。d　and　eve。tually　f。d，d．　E。planat。ry　panel、　p，e，e。t，d
ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　information　（）n　the　techniques　used，　and　through　the　efforts　of　museum
　　もっとも、本展が専門的な知識をもった来館者’にも充分に見応え　　　　inte「ns・staInPs　we「e　made　that　allowed　visito「s　to　aclually　exPe「ience
のあるものであつたことは間違いな・・幾人かの版・・1研究者や版・1’・9　：臨1騰lllll塩cl：ll灘黙Cl鼎曽’艦盟「灘ll
家から、非常に刺激的な展覧会だったとの評価をいただいた　本展　　　　stamps，　Survey　responses　indicate　that　this　experiment　in　interactive
の学術性は、カタログにも反映されている。オランダの・美術史家エリ　　　　P「09「amming　was　vely　weii「eceived’Thus　visito「s　we「e　satisfied　with
ク・ヒ・テルディング氏の協力のもと、“fti’ffiの研究動向を反映させる　！llll器艦繍、llll艦ll鶴鷲諜慧楼灘ly
ことに努めた。ただしカタログには1可時に、．一般の．美術ファンも．親し　　　　　Undoubtedly　this　exhibition　was　also　designed　so　that　it　could　be
めるように、当時の）ミ術や版画を巡る状況を平易に記したコラムも多　　　　fully　elljoyed　by　those　visito「s　who　have　sPecialized　knowledge　of　the
数肌た一 　　　　　　　　灘1，瀧ll。農欝翻1朧dfl；ill舗：糊灘繍
　　地味な展覧会ではあったが、専門家、一般の）こ術ファンの双方に　　　　this　exhibition　was　also　reflected　in　the　catalogue．　Thanks　t（，　the
興味をもっていただくことができたことから、本展は成功した展覧会　　　　cooPe「ation　of　the　Dutch　a「t　histo「lan・E「ik卜linte「din9・the　cata］09ue
であつたと思う．ただ・ひとつ賄を3杢べると・キア・スクー・木版　lll翻lll、階麟臨翻糊ll，lll翻｛lc騰含：lll
画は．素描の表現形式を模倣したものであるにもかかわらず、今回．素　　　　and　there　were　many　secti・ns　added　t・the・text・on　sut）jects　such　as　the
描を1点も展示できなかった、クストディア財団が適切な素描を所威　　　　arts　of　the　pe「iod　and　the　ci「cumstances　su「「oundin9　p「int　P「oductio「）・
していなかったという隅あり・致しノiないことではあるのだが・素　all羅n，鷺膿llll：’欝1、t　ls　a　ra，h。，s。bdued　and　q。i。，
描を併せて展示していれば、さらに魅力のある展覧会となったことで　　　　medium　and　hence　the　exhibition　was　loNN・　key　visually，　the　exhibition
あろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺illrll［lp　　　　was　a　success　because　it　held　interest　for　both　specialists　and　general
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art lovers. To note one shortcoming of the exhibition. while the
chiaroscuro woodcut is a medium that imitates the effect of drawing.
there was not a single drawing displa.ved in this exhibition. There were
various reasons f()r this lack, including the fact that tl'ie Custodia
Foundation does not have any appropriate drawings in its collection,
Tlnius while this lack was ui'iaN,'oidable. clearlv the exhibition ivNrould have
been all the more fascinating if dra"rings had l)een displayed along side
the x･voodcuts. cShinsuke iviv'atanabe)
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